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キャリア発達を促す 

校 長  松 本 忠 司 

 

 11/10、保護者対象の進路説明会を行いました。３年生はいよいよ、それぞれの卒業後の進路の

目標を決め、その実現に向けて邁進していく時期になります。今回の説明会は、その具体的な準

備について確認し、今後の見通しを持つための情報を中心に説明いたしました。高校受験を考え

た場合、多くの生徒はその学校の合格をゴールと考えてしまいがちですが、合格し入学すること

を考えれば、合格はむしろその先の未来のスタートでしょう。 

 中学生も、いつかは社会人になります。先日、ある大学の就職説明会に参加する機会に恵まれ

ました。そこでは「就職活動＝企業（業種・職種）と自分のマッチング」と考えることが大切であ

って、その実現のためには「Will・Can・Must の自己理解」をすることが重要だと説明されていま

した。 

 

■Will（未来の自分）：～したい、～なりたい、など将来について考えること 

■Can（今の自分）：経験したことや身に付けたことなど、過去から現在について考えること 

■Must（役割）：仕事内容や給与などの条件、社員の姿や社風などの環境に合うか考えること 

 

この自己理解のうえで、自分が入りたい企業（業種・職種）の方針やビジョン、期待する人物像と

一致しているかどうかが、合格し、またその後に活躍できるかのカギになるとのことでした。 

 学校における進路指導は『キャリア教育』に含まれる教育活動で 

す。『キャリア教育』とは「一人ひとりの社会的・職業的自立に向 

け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア 

発達を促す教育」であり、その『キャリア発達』とは「社会の中で 

自分の役割を果たしながら自分らしい生き方を実現していく過程」 

を言います。本校では例年、１年生は職業講話やインタビュー、 

２年生は職場体験、３年生は進路選択というように、学年ごと発達 

段階に応じて「職業観・勤労観」等を育む学習プログラムを計画し 

ています。今年度は新型コロナの関係で実践が難しいものもありま 

すが『キャリア発達』は、これらの学習プログラムだけで促進され 

るわけではありません。毎日の授業や他者との関わり、日常の生活 

の中での様々な経験が『キャリア発達』を促進させます。           〈文科省 中学校キャリア教育の手引き より抜粋〉 

近い将来、子どもたちが「社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現で

きる」自立した社会人になれるよう、日頃の生活の中での経験を、大切に積み重ねてほしいと願

っています。 

 



        秋葉祭 
       It’s 笑 time 

 

 

 

★準備期間、本番、そして片付けまで学校全体がまとまって秋葉祭を作り上げ、
楽しむことができたと思います。新型コロナの影響で、一日のみになりましたが、
先生たちの協力もあり普段の秋葉祭以上に充実した一日になったと感じました。
三年生にとっては最後の秋葉祭になったわけですが、みんなで協力して０から１
００まで作り上げたので、悔いの残らないものになったと思います。 

             生徒会長 

★どのクラスも一人ひとり全員が輝けるような内容で秋中生の優しさや思いや
りを心から感じた一日でした。今年は例年と異なり一日だけの秋葉祭でしたが、
限られた時間の中で最高のものを作り上げられていて、本当に良かったです。来
年も再来年も感動と生徒の思いやりの心、そして何より笑顔に満ちた秋葉祭を作
り上げていってほしいです。                       生徒会役員 

★生徒会役員として、秋葉祭実行委員の人と協力をして、秋葉祭を運営していく中で、学校全体が例年と同じよ
うな盛り上がりで、規模縮小していても全員が楽しめる行事でよかったと思います。今年は、コロナの関係で楽
しいことが少なく、違う学年とのつながりが全然なかったけれど、秋葉祭をとおして、学校全体がまとまれてよ
かったです。すごく充実した一日になりました。                      生徒会役員 

★今年は、新型コロナウイルスの影響で、例年とは違う形の秋葉祭となりましたが、「It’s 笑 time」という
スローガンにピッタリな笑顔あふれる秋葉祭だったと思います。私は本部役員として秋葉祭に関わらせていた
だき、沢山の経験をしました。きっと皆さんの得た経験も素晴らしい思い出となったことでしょう。この思い出
を忘れず、これからの秋葉中学校生活を楽しんでいきましょう。                     生徒会役員 
★本部役員として、秋葉祭の裏側にたずさわる中で「It’s 笑 time」が大いに達成したのではないかと思い
ます。今年は例年とは異なった点が多く「笑」えるのだろうかと心配でした。しかし、１日という短い時間でど
のクラス、団体も全力を尽くしていることが見てる人にも伝わっており、「笑」という目標が達成できたと心か
ら思いました。私もこの秋葉祭に尽力してきたのでとてもうれしく思います。この雰囲気のままコロナに負け
ず、残りの数カ月、他の活動にも全力を尽くしてまいりたいと思います。                 生徒会役員 
★今回の秋葉祭は今までと違った感じの秋葉祭でしたので多少不安がありましたが、自分のクラスや他のクラ
スもみんな努力していてとても良い秋葉祭になったと思います。また本番ではアクシデントが起きてもそれぞ
れきちんとした対応をしていて、無事に秋葉祭を終わらせることができたと思います。     生徒会役員 

 

        第１学年 
          演劇「夏休み」 

            プレゼンテーション「平和について」 
 

★劇では、リハーサルでやっていた動きなどを本番当日でもみんな緊張していて
もやっていてすごいなと思いました。でも準備の時に、ちょっとてこずってしまっ
て時間通りに進めることができなかったのは残念でした。展示のプレゼンでは、リ
ハーサルの時に当日の場所で自分の書いた新聞を読むことができず、ぶっつけ本
番みたいな感じになってしまったけど、先生が作ってくれた紙をもとにみんな発表
できていたので良かったです。              １年１組 実行委員 
★１年生では、学年全員で協力して、一つの「平和」というテーマに向けて、がん
ばることができたと思います。例えば、衣装係では、協力してイメージを考えなが
ら、買い出しをしたり、大小道具係や背景係では、そのときの情景を考えて、作成
したり、ピアノ・リコーダー係では、丁寧に良いハーモニーを奏でたりしていまし
た。私は、ほんの一部分しか見ていませんが、学年を通して一つのものをつくりあ
げることができて達成感や団結力が生まれてとてもいい学年になったと思います。 
                           １年２組 実行委員 
★１年生は初めての秋葉祭で、学年全体で一つの劇とプレゼンの発表をしました。
学年単位で活動することは秋葉祭でしかなく、はじめは少し不安な気持ちもありま
したが、全員が積極的に行動していてとてもよかったと思います。クラスではなく、
学年全体で活動したことでより、達成感が得られたと思います。 

１年３組 実行委員 
 



★テーマにそって調べたり作ったりして、秋葉祭をやる前よりもより協力しあったり、手伝いあったりして団
結をし、仲を深めあえていたと思います。一人ひとり自分の役割に責任を持ち、一つ一つの行動に自信をもって
活動していました。そして本番もお互いのいいところを見つけていて、前より成長できたと思います。 

１年４組 実行委員 
★最初は、オープニングやエンディングが完成するか心配だったけど、実行委員で協力してやり遂げることが
できたので良かったです。また、劇では係ごとに協力してやっていけたので、よかったと思いました。 

１年５組 実行委員 

第２学年 

２年１組 『赤ぞうきんちゃん』                  実行委員 
今年、コロナウイルスの影響で、異例な秋葉祭で期間が短い中、正直不安で一杯でした。

題材を決めるところから始まり、役割を決め、セリフを覚えるところまでは上手くいって
いたと思います。しかし、私も含めてセリフを言うときに棒読みになってしまうという困
難があったけれど、個々自信をもって演技ができました。また、裏方の人たちも良い舞台
が披露できるようにと頑張ってくれて本当にクオリティが高いものを作り上げることが
できて感謝しています。 
２年２組 『白雪姫』                       実行委員 
今年は、例年と違った秋葉祭になってしまいましたが、クラスのみんなでアドバイスを

し合い、ダメなとこはしっかりダメだしをして、本番に活かせたと思います。また、大道
具や背景、音響、照明、衣装の人たちの中でも、「もっとこうして」などリーダーを中心に
動けていたと思います。秋葉祭本番でカツラが取れるというアクシデントがあったけど、
白雪姫がうまくカバーできていてとても良い劇だと思いました。 
２年３組 『アナと雪の女王』                   実行委員 
クラスの発表の準備のときには、指示を出さなくても積極的に動いてくれました。ダン

スなどの練習でもみんなが教室に残ってくれて、本番ではとてもクオリティの高い劇をす
ることができました。少しクラス内でぶつかり合うこともありましたが、この秋葉祭を通
してクラスが一つになったように思いました。衣装や大道具などの裏方もとても積極的に
やってくれました。コロナ禍での秋葉祭でしたが、とても良いものになりました。 
２年４組 『不思議の国のアリスたち』               実行委員 
はじめは実行委員ばかりが動いていたけど途中からはクラスのほとんどの人がそれぞれ

の係で力を発揮してくれたと思います。リハーサルでもプロジェクトチームの人と「ここ
はこういうふうにした方がいい」とか、ここはカットしようなど話し合って、“２年４組の
劇”にすることができました。本番では、舞台袖でも一人ひとりが集中しているのがわか
って、とても良い劇になったと思いました。 

        第３学年 

３年１組 『チェリーボーイズ』                  実行委員 
１組は、キャストがほぼ男子だったので、はじめのころは準備期間が短い中、本番ま

でに計画的に進めることができるのか少し不安でした。でも、自分が想像していた以上
に、劇のクオリティもすごくなっていき、みんなの「秋葉祭を成功させたい」という気
持ちがとても伝わってきました。当日も、クラス一団となって、満足のいく発表ができ
たと思います。この秋葉祭で作ったクラスの団結をこれからも生かしていきたいです。 
３年２組 『マイ・ライフ』                    実行委員 
最初私たちのクラスは、なかなか台本や役者が決まらず、最終的にはくじ引きで役者

を決めるという不安なスタートでした。時間もかぎられている中、本当にクラスで協力
して秋葉祭を迎えられるのか心配なことが多くありました。しかし、先生方の力強いサ
ポートもあり、少しずつクラスがまとまっていく感覚は今でも忘れられません。一人ひ
とりがしっかり自分の仕事をし、お互いにアドバイスをしあい、最高の本番を迎えられ
ました。この経験をこれからの学校生活に活かしていきたいです。 
３年３組 『天国まで ～アナタ愛のために死ねますか～』      実行委員 
私たちのクラスは、ほとんど放課後残ることなく、劇を完成させました。短い準備期

間で、あのクオリティの劇にできたのは、このクラスのメンバーだからです。私は３年
３組で本当に良かったです。また、今回の劇は役者や裏方、先生など皆で作った劇です。
なので、本番に円陣を組んだ時は、皆の心が一つにそろった気がします。この短い期間
で、私たちのクラスはすごく良い劇を作ることができました。この思い出を忘れず、頑
張っていきたいです。 
 



 
３年４組 『白雪姫 VS 鏡の女王』                  実行委員 
自分たちのクラスでは最初、役も全く決まらなくて、セリフもなかなか覚えられなく

て、他のクラスより遅れを取ってのスタートだったけれど、裏方の人も、キャストの人
も、クラスの中で互いにアドバイスをして、とても達成感のある発表ができました。 
３年５組 『ゆーたっちょの中学生日記』               実行委員 
最初は、みんなで言うところの声が小さく、役者の動作も全くなかったけど、みんな

で考えて、本番ではできたのでよかったです。本番ではみなさんが笑ってくれたりして、
楽しくできたと思いました。 
 
秋葉中は読書の秋 

 
秋葉中は読書の秋を迎え、二つの取組を行いました。 

まず、秋の読書週間の取組として、朝読書の時間に３年生の図書委員が読書啓発活動を行いました。11 月 6
日（金）は１年生、9日（月）は２年生に本の紹介を各教室で行いました。 

次に 11 月 16 日（月）から 19 日（木）まで新規図書の巡回
展を図書室で行いました。新しい図書の見本が 19 箱ほどなら
び、生徒に必要なもの、読ませたいものの選定を行いました。
生徒、職員で図書を選定することにより、授業の質の向上や
学校図書の充実をめざします。感染症対策で、マスクをつけ
て間隔をあけ、入退室の際は消毒をして行いました。 

 

野球部 市大会で健闘 
横浜市中学校秋季野球大会で、野球部が順調に勝ち進み３

位という好成績に輝きました。コロナ禍の状況の中、日頃の
地道な練習の成果が実りました。技術や精神力を向上させ、
春の大会では、さらに頑張ってくれることを期待していま
す。 

専任コーナー 

 後期中間試験を終えた子どもたちは開放感に満ち溢れた笑顔でした。後日、テスト返し中の
教室を覗くと、ニヤッと笑ってガッツポーズをしている子、悔しそうにテストを見ている子、ど
うしたらいいのかと途方に暮れている子など、様々な表情がありました。 

定期試験は自分の理解度を知るためのものです。自分自身の課題を見つけて、それを克服す
るための努力をしましょう！もちろん、テストだけで成績が決まるわけではないので、日々の
授業や課題に対してもしっかり取り組むことを忘れないでください。 

 さて１２月になり、個人面談（３者面談）の時期になりました。３年生にとっては進路志望先
を決める大切な面談です。人生の大切な選択ですから、よく悩み考えてこの日を迎えてください。１，２年生
は、普段の学習や生活面のお話がメインです。担任の言葉をしっかり受けて、改善と成長につなげましょう。 

保護者の皆様におかれましても、せっかくの機会ですので、お子様の学習面や友人関係、生活面（学校・家庭）
など、何かお困りのことがございましたら、遠慮なく担任にご相談いただきたいと思います。早期発見と初期対
応のスピードが解決のカギになります。今後も学校と家庭、地域が連携して子どもたちを育てていきたいと思
っています。ご協力、よろしくお願いいたします。                生徒指導専任 菱沼直也 

 

１２月・１月のおもな予定 
１２月 ２日（水） 生徒専門委員会        １月 ６日（水） 全校集会（放送） 

１２月 ３日（木）～１０日（木）３年個人面談   １月１２日（火） 体操着販売 

１２月 ３日（木）～１５日（火）１・２年個人面談 １月１９日（火） 生徒専門委員会 

１２月 ８日（火） 体操着販売            １月２０日（水） ハマ弁デー  

１２月１８日（金） 生徒会役員選挙           １月２２日（金） 中央委員会 

１２月２１日（月） 個別支援学級校外学習     １月２４日（日）～２６日（火）２年自然教室 

１２月２２日（火） 中央委員会             １月２７日（水） ３年学年末試験（国語・社会・理科）、２年代休 

１２月２４日（木） 学年集会、大掃除       １月２８日（木） ３年学年末試験（数学・英語）、１年職業講話 

１２月２５日（金） 全校集会（放送）            

１２月２６日（土）～１月５日（火）冬季休業        

※お知らせ 
プリントやメールでお知らせしましたように、１２月１日（火）より勤務時間外において留守番電話対

応をさせていただきます。ご協力のほどよろしくお願いいたします。 



 


